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最難関問題集４上第６回 くわしい解説

応用問題A 1

(1) 家から交番までは，１.１km＝１１００ｍです。

よって，家から学校まで（右の図のア）は，

１１００＋５００＝１６００（ｍ）です。

公園は，家と学校のちょうどまん中にある

ので，家から公園まで（右の図のイ）は，

１６００÷２＝８００（ｍ）です。

よって，公園から交番まで（右の図のウ）は，１１００－８００＝３００（ｍ）になります。

(2) 小麦粉が，８kg＝８０００ｇあります。

１日に６００ｇずつ９日間使うと，全部で ６００×９＝５４００（ｇ）使います。

はじめに８０００ｇあって，５４００ｇ使ったのですから，残りは，８０００－５４００＝２６００（ｇ）です。

２６００ｇ＝２.６kg残ったことがわかりました。

(3) １.５Ｌ＝１５００mＬ入りのジュースが１本あります。

１人に２００mＬずつ４人に配ると，２００×４＝８００（mＬ）配ったことになります。

残りは，１５００－８００＝７００（mＬ）です。
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最難関問題集４上第６回 くわしい解説

応用問題A 2

いくらやり取りしても，Ａ，Ｂ，Ｃに入っている水の量の和は，１４Ｌ＝１４０００mＬのまま変わりません。

(1) やり取りしたあと，ＡはＢよりも５dＬ＝５００mＬ少なくなり，ＡはＣとは等しくなったことが，問題に書いて

ありました。

Ａ，Ｂ，Ｃに入っている水の量の和は１４０００mＬ

のままなので，右のような線分図になります。

Ｂから５００mＬ取りのぞくと，Ａ，Ｂ，Ｃが等しくなり，

和は １４０００－５００＝１３５００（mＬ）になります。

よって，やり取りしたあとのＡは １３５００÷３＝４５００（mＬ），

Ｂは ４５００＋５００＝５０００（mＬ），

ＣはＡと同じく４５００mＬです。

やり取りのようすは，次のようになっています。

（ア） Ａから４dＬ＝４００mＬの水をＢにうつした。

（イ） Ｂから８００mＬの水をＣにうつした。

Ａは，（ア）によって４００mＬの水をＢにうつした結果，４５００mＬになりました。

よって，はじめのＡは，４５００＋４００＝４９００（mＬ） → ４９dＬでした。

(2) Ｂは，（ア）によって４００mＬの水をもらい，（イ）によって８００mＬの水をあげたら，(1)で求めた通り，

５０００mＬになりました。

はじめのＢ＋４００mＬ－８００mＬ＝５０００mＬ です。

よって，はじめのＢは，５０００＋８００－４００＝５４００（mＬ）です。

また，Ｃは，（イ）によって８００mＬの水をもらった結果，(1)で求めた通り，４５００mＬになりました。

よって，はじめのＣは，４５００－８００＝３７００（mＬ）です。

はじめのＢは５４００mＬ，はじめのＣは３７００mＬですから，はじめのＢとＣでは，Ｂの方が，

５４００－３７００＝１７００（mＬ） → １.７Ｌ多く入っていました。
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最難関問題集４上第６回 くわしい解説

応用問題A 3

(1) はじめは，かんをふくめた全体の重さは，１.６４kg＝１６４０ｇでした。

使ってからはかると，９２０ｇになりました。

１６４０－９２０＝７２０（ｇ）軽くなりました。

軽くなった理由は，ペンキを使ったからです。

よって使ったペンキの重さは，７２０ｇになります。

(2) 使ったペンキは，はじめのペンキの重さの半分です。

つまり，はじめのペンキの重さの半分が，(1)で求めた通り７２０ｇです。

ペンキを半分使ったら，あと半分残ります。

よって，残ったペンキの重さも，７２０ｇです。

ところで，ペンキを半分使ったあとの，全体の重さは９２０ｇでした。

この重さは，残っているペンキの重さと，かんの重さの合計です。

残っているペンキの重さは７２０ｇですから，かんの重さは，９２０－７２０＝２００（ｇ）です。

次に，残ったペンキを，かんの２倍の重さのバケツにすべてうつしたそうです。

かんの重さは２００ｇですから，バケツの重さは ２００×２＝４００（ｇ）です。

残っているペンキの重さは７２０ｇですから，全体の重さは，４００＋７２０＝１１２０（ｇ） → １.１２kg

になります。
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応用問題A 4

(1) 太郎君は，家から ２.８km＝２８００ｍはなれた

ところにある公園に向かいました。

とちゅう，家から １.２km＝１２００ｍのところにある

ポストによりました。

そして，そこから３００ｍ歩いたところでわすれ物に

気づきました。

わすれ物に気づいた地点は，家から，

１２００＋３００＝１５００（ｍ） → １.５kmのところです。

(2) 太郎君は，わすれ物に気づいたので，家に向かっ

て歩き出しました。

すると，家まであと６００ｍのところで姉に出会いまし

た。

太郎君は，わすれ物に気づいてから姉に出会うま

で，１５００－６００＝９００（ｍ）歩きました。

そして気づいた地点までもどり，

さらに公園に向かいました。

家から公園までは２８００ｍですが，右の図の

点線の長さだけ，よけいに歩きました。

点線1本ぶんは９００ｍで，２本ありますから

900×２＝１８００（ｍ）だけ，よけいに歩いたことに

なります。

よって，太郎君の歩いた道のりは，２８００＋１８００＝４６００（ｍ） → ４.６kmになります。
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最難関問題集４上第６回 くわしい解説

応用問題Ｂ 1

(1) １.２kg＝１２００ｇですから，（図１）では，Ａ２個が，

「Ｂ２個と１２００ｇ」とつり合っていることがわかります。

１２００ｇ＝６００ｇ×２ ですから，Ａ２個は，

「Ｂ２個と６００ｇが２個」とつり合っていることになります。

右の図のようにすると，Ａ１個は，「Ｂ１個＋６００ｇ」と

等しいことがわかります。つまり，

Ａ１個は，Ｂ１個より６００ｇ重い。

ということがわかりました。

また，（図２）の左右のお皿には，両方ともＢが

１個ずつ乗っています。

左右のお皿から，Ｂを１個ずつ，そーっと取りの

ぞくと，

Ｃ１個は，「Ａ１個＋３００ｇ」と等しいことがわかり

ます。つまり，

Ｃ１個は，Ａ１個より３００ｇ重い。

ということがわかりました。

Ａ１個はＢ１個より６００ｇ重く，Ｃ１個はＡ１個より３００ｇ重い

のですから，Ｃ１個はＢ１個より，６００＋３００＝９００（ｇ）重い

ことになり，右のような線分図になります。

最も重いおもりはＣで，最も軽いおもりはＢになり，その差は

９００ｇ＝０.９kgであることがわかりました。
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最難関問題集４上第６回 くわしい解説

(2) (1)で，ＡはＢより６００ｇ重く，ＣはＢより９００ｇ重いことがわかりました。

つまり，Ａ１個は「Ｂ１個＋６００ｇ」で，Ｃ１個は「Ｂ１個＋９００ｇ」です。

よって，（図３）のＡを，「Ｂと６００ｇ」に取りかえて，

Ｃを，「Ｂと９００ｇ」に取りかえることができます。

すると，右の図のようになります。

両方のお皿から，Ｂを１個ずつ取りのぞくと，

右の図のようになります。

さらに，左のお皿の ６００＋９００＝１５００（ｇ）を

取りのぞき，右のお皿からも１５００ｇを取りのぞいても，

左右のお皿はつり合います。

すると，左のお皿はＢだけになり，右のお皿は，

２３００－１５００＝８００（ｇ）になります。

おもりＢは，８００ｇ＝０.８kgであることがわかりました。
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応用問題Ｂ 2

(1) 問題には，次の（ア）～（ウ）のことがらが書いてありました。

（ア） 水そうにバケツ５はいの水を入れると１８dＬ＝１８００mＬあふれる。

（イ） 水そうにバケツ３ばいの水とコップ６ぱいの水を入れるとちょうどいっぱいになる。

（ウ） コップ１ぱいは７００mＬ。

（ア）を図に表すと，右の線分図のようになります。

また，（ウ）を利用すれば，（イ）は，

「水そうは，バケツ３ばいと，７００×６＝４２００(mＬ)で，いっぱいになる。」となります。

図に表すと，右の線分図のようになります。

２つの図を重ねると右の図のようなります。

４２００＋１８００＝６０００（mＬ）が，バケツ２はいぶんに

なります。

よってバケツ１ぱいは，６０００÷２＝３０００（mＬ） → ３Ｌに

なります。

(2) (1)で，バケツ１ぱいは３０００mＬであることがわかりました。

（ア）の線分図において，バケツ５はいは，

３０００×５＝１５０００（mＬ）です。

水そうは，１５０００－１８００＝１３２００（ml） → １３.２Ｌに

なります。
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